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昭法学部３０周年を迎えて

　創設当時着任された先輩の先生方はそれぞれに業
績を挙げられており、中には国立大学の学長経験者も
おられた。私は開設講座の関係上創設年の翌年度に
着任した。
　当時、先輩の先生方と若手の先生方との間に意見
の相違が生じていた。避けがたい世代格差が生じてい
たのかもしれない。先輩の先生方のなかには戦争体
験者もおられる一方、若手の先生方は戦後教育の元
で育ってきた世代である。ちなみに、幼い日東京空襲
を目の当たりにした私は小さな体験ながらも戦争体
験を持つ最後の世代である。蛇足ながら、この体験を
踏まえて今日でも戦争反対の旗幟を鮮明にしている。
　創設当時の教授会は、教授のみによって開催される
ことが規則に定まっていた。法学部の基礎を万全なも
のとして、その後に教授会の間口を広げようという考
え方であったのかもしれない。ともあれ、私が学部長
に就任して最初の仕事はこの事態を打開し、教員全員

の構成による教授会にすることであった。法学部の揺
籃期の思い出である。
　最近、文系学部の内容の見直しが要請されていると聞
く。すでに市井の一隅にある身としては、課題を提起す
る能力を持ち併せていないが、本学学生諸君全般につい
て、基礎的学力の不足が目だっているといえよう。専門
的なことを教えながらこうした面を強化することは簡単
なことではないが、是非やってもらいたいことである。
　大学の一つの使命に地域社会への貢献が挙げられ
る。学長時代に図書館の市民開放、市民参加の手賀沼
学会の創設に携わった。さらには、地元我孫子市をはじ
め周辺自治体の各種委員会等に参加していた。各位が
こうした貢献を積極的に進めてもらいたいものである。
　社会は益々複雑化しつつある。こうした時代の要請
に十分応えられるわが法学部であると確信している。そ
してわが法学部の今後の発展を祈念しつつ筆を擱く。

法学部創設期と法学部への提言

　１９８５年４月に開設された中央学院大学法学部は、
２０１５年４月に創設３０周年を迎えました。
　私は本学に奉職してまだ２０年足らずであり、法学部創
設当時のことはよく存じ上げないのですが、先輩の先生方
に伺うと、当時法学部新設の認可を得るのは大変難しかっ
た、とのことです。にも拘わらず、当時学部創設に関わられ
た先生方は、ありきたりな法学部としてではなく、地方公
務員養成を掲げたユニークな法学部という明確な方針を打
ち立てることによって、法学部の創設を勝ち取られました。
我々後輩としては、先達の努力に心から感謝するとともに、
今後とも「あのとき法学部を作っておいてよかった」と言われ
るよう、より充実した学部づくりのために邁進する決意を新
たにするものです。
　学部づくりと言えば、創設時、２コース（司法・行政）制で

スタートした法学部は、今では５コース（司法・行政・ビジネ
スキャリア・現代社会と法・スポーツシステム）を擁するまで
になり、公務員養成という学部創設以来の基本方針に加え
て、コース制による幅広い学びの場の提供というもう一つ
の特色を加えて、さらに発展を目指そうとしています。コー
ス教育の充実は学部発展にとって必要不可欠ですが、その
一方、学部教育の一貫性とコース教育の多様性をいかに融
合させるかというのも常に大きくかつ困難な課題です。私
たちは、大学認証評価機関からの評価結果や、他大学の優
れた例に学びつつ、２学部１研究科体制で教育の幅が限ら
れがちな本学の状況に鑑み、法学部の枠の中でどのように
コース教育を活かせるのか、常に前向きに検討を続けてい
きたいと考えます。
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法学部創設30年にあたり、法学部長（1994-1998）と学長（2002-2006）を歴任された
名誉教授の大久保皓生先生に創設時の思い出と法学部への提言を寄せていただきました。



法学部創設期をふり返って
学校法人中央学院創立80周年を記念して法学部が新設されました。

法学部新設をうたう昭和60年度の入試パンフレット（上）と学生募集広告（左・下）

合格を喜ぶ法学部受験生

創設初年度の入学試験会場の立て看
板。写真右奥の鉄骨は建設中の研究
棟。手前左側の赤煉瓦の門のあたりに
は現在、守衛棟が置かれている。

第一回入学式　入学者数は240名

模擬法廷。東京地方裁判所に通い詰めて採寸とス
ケッチを重ね、1994年に建設された大学創立30
周年記念館内に完成。模擬裁判で使われるほか
に、ドラマの撮影などにもたびたび使われている。

初年度の合格発表
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中央学院大学法学部創設30周年記念式典 
日 時　平成27年11月4日（火）13:30〜16:00
場 所　中央学院大学30周年記念館（6号館）1階  611

定員200名のところ、初年度の法学部志願者は
総数872名に及んだ。


